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履修状況確認プログラムの試作 
 
平田郁美・米川元庸 
はじめに 
受講者の既習事項の把握は、授業を行う上で不可欠である。著者らが所属する国際社会
学部では、学生は２００以上の選択科目から進路や興味に応じて自由に履修科目を選択す
る。授業を行う立場では学生の既習内容が揃わず、履修状況の確認作業も煩雑である。ま
た、受講希望者の既習内容により履修者制限を実施する授業においては、迅速に履修状況
を調べ、受講者を決定する必要がある。授業担当教員が手元で、受講者がどのような科目
をいつ履修し、成績はどうであったかを、迅速に確認できるシステムが望まれる。 
著者らは、情報教科科目群を例にとり、ACCESS の機能を使って履修状況の確認支援を
行うプログラムを試作した。 
 
１ 処理の概要 
（１）入力データの作成 
本プログラムは、ACCESS形式のテーブル「履修状況詳細表」、「学生表」（下線は主キー
を表す）の２つが必要である。 
 履修状況詳細表（学籍番号、学生氏名、学生カナ、出身高校、履修科目名、 
履修年度、成績） 
受講者表（学籍番号） 
 
「履修状況詳細表」は、教務から入手する「履修状況表」、「学生表」を結合して、学期
始めに一回作成する。 
履修状況表（学籍番号、履修科目名、履修年度、成績） 
学生表（学籍番号、学生氏名、学生カナ、出身高校） 
 
「受講者表」は履修状況を調べたい学生のリストで、本プログラム起動時に作成する。
利用者は、本プログラムと同じフォルダに存在する EXCELのワークシート「学生データ」
のＡ列に、「受講者表」に記載する学籍番号を入力する（図１－１）。図１―１中、Ｂ列以
降のデータを本プログラムは無視するため、Ｂ列以降に学生氏名等が入力してあってもか
まわない。また、学籍番号の桁数は、今回作成した EXCEL のマクロを使用すると７桁に
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統一されるので、「0999500」でも「999500」でも構わない。本プログラム起動後、「学生
データ」ワークシートは、ACCESSのテーブル「受講者表」に変換される。 
 
 図１－１ 
  
（２）抽出条件の設定 
「学生データ」ワークシートを作成後、本プログラムを起動する。「履修状況検索」フォ
ーム（図１－２）が表示されるので、下記のように抽出条件の設定を行う。 
 
Ａ．受講生表中の学生が今までにどのような情報科目を履修したかを調べる場合 
図１－２の「履修状況検索」フォーム中、「表示選択」オプショングループから「リスト
にある全学生の履修状況を表示する」を選択し、スタートボタンを押す。 
 
②「スタート」をクリ
ックする 
①「表示選択」中、「リストに
ある全学生の履修状況を表
示」を選択 
図１－２ 
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Ｂ．受講者表にある学生のうち、特定の履修状況のものだけを抽出後、抽出した学生の履
修状況を調べる場合 
（例１）「統計」の受講希望者の中から「表計算」を未履修の学生を抽出して、未履修の学
生のみ履修状況を表示する。履修者制限を実施する場合に便利な機能である。 
図１－２の「履修状況検索」フォーム中、「表示選択」オプショングループから「履修済
み科目を指定し、条件に該当する学生の履修状況を表示」を選ぶ。次に、「履修状況を調べ
たい科目名」オプショングループから「表計算」を、「検索条件」オプショングループから
「未履修」を選び、スタートボタンを押す。 
 
 
 
①「表示選択」中、「条件となる科目を指定
し、条件に該当する学生の履修状況を表示」
を選択 
④「スタート」
をクリック 
③「検索条件」中、
「未履修」を選択 
②「履修状況を調べたい科目名」
から、条件となる科目名を選択 
図１－３ 
 
（例２）「統計」の受講希望者から「表計算」と「データベース」の両方を履修済みの学生
を抽出する。 
図１－３の「履修状況検索」フォーム中、「履修状況を調べたい科目名」オプショングル
ープから「表計算」と「データベース」の２つを選ぶ。「検索条件」オプショングループは
使用不可に、「複数指定した場合の検索条件」オプショングループが使用可能になるので、
「すべて履修済み」を選択し、スタートボタンを押す。
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図１－３ 
（３）履修状況の表示 
図１－２，または図１－３中の「スタート」ボタンを押すと、抽出処理が開始し、図１
－４の「検索結果」フォームが表示される。 
 
図１－４ 
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（４）結果の出力 
抽出結果は「temp」テーブルに出力される。また、図１－４の「検索結果」フォーム
中、「EXCEL 出力」オプショングループの「全項目を出力」を選ぶと、表示されたレコー
ドの全フィールドが EXCELのワークシート「抽出結果」に出力され、「マイドキュメント」
に保存される。「学籍番号、氏名のみ」を選択すると、学籍番号と氏名のみが「抽出結果」
ワークシートに出力される。 
 
（５）個別学生履修状況表示 
図１－４の「検索結果」フォーム中、「個別履修状況表示フォームへ」ボタンを押すと、
図１－５のように、「個別学生履修状況表」フォームが表示され、抽出したレコードを、１
学生ずつ表示する。フォームの最下段にあるレコード移動ボタンを押すと、次の学生のデ
ータが表示される。「学生検索」コンボボックスにより、任意の学生の履修状況を表示する
こともできる。「履修科目並び替え」オプショングループは、履修済み状況リストボックス
の表示順を指定する。 
 
図１－５ 
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２ 処理の詳細 
 本プログラムの処理の流れを図２－１に示し、流れの順に処理の詳細を説明する。 
受講者テーブル中の
全学生の履修状況を
抽出
本文（３－１）
履修済み科目を指定し
て、条件に合致する学
生の履修状況を抽出
本文（３－２）
処理の選択
start
結果の表示処理
end
抽出元テーブ
ルの作成
本文（２）
データの正規化
本文（１）
ワークシートを
テ ブールに変換
(ア)
(イ)
(ウ) (エ)
 図２－１ 
 
 
（１）データ正規化処理のマクロ化（図２－１中（ア）） 
ここで「データの正規化処理」とは、次の３つの処理のことをいう。 
①学籍番号の表示形式を７桁の文字列に統一する。 
②文字列の末尾にある不要なスペースを削除する。 
③ローマ数字Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの表示形式を算用数字１，２，３，４に変更する。 
これらの処理はマクロとして作成し保存しておく。すなわち①の処理を「番号７桁化」、
②と③の処理をあわせて「文字変換」という名前でマクロを作成し、これをいつでも使え
る状態にしておくために「個人用マクロブック」に保存しておく。マクロの中味について
は図２－２、図２－３に示すが、はじめにこのマクロを「個人用マクロブック」に保存す
る方法を述べる。ここでは作成したマクロはテキストファイル形式で seikika.txtの名前で
保存されているとする。 
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（１－１）個人用マクロブックへの保存方法 
（すでに個人用マクロブックが出来ている場合は、（ⅳ）へ進む） 
（ⅰ）新規に EXCEL を立ち上げ、メニューの「ツール」→「マクロ」→「新しいマクロ
の記録」をクリックする。 
（ⅱ）「マクロの記録」ダイヤログボックスが表示されるので、マクロの保存先として「個
人用マクロブック」を選択し、「ＯＫ」をクリックする。 
（ⅲ）そのまま何も操作しないで、記録終了ツールバーの「記録終了ボタン」をクリック
する。これで個人用マクロブックに Personal.xlsファイルが作られる。 
（ⅳ）「ツール」→「マクロ」→Visual Basic Editorをクリックし、表示した画面の左側で
VBA Project(PERSONAL.XLS)の標準モジュール中の Module1 をダブルクリックしてエ
ディタ画面にマクロを表示する。 
（ⅴ）エディタ画面に出来ている新しいマクロを削除した後、seikika.txt ファイルを開き
マクロをこの画面にコピーする。これで画面上には「文字変換」と「番号７桁化」の２つ
のマクロが表示される。 
以上でマクロがコピーされたので、上書き保存してエディタ画面を閉じ、また EXCEL
を終了する。 
 
（１－２）マクロの使い方 
「番号７桁化」を例に操作方法を説明する。①まず図１－１の「学生データ」のワーク
シートのＡ列に学籍番号のデータを入力する。このとき学籍番号のデータ形式が数字ある
いは６桁の文字列であってもよい。②次に「学生データ」画面を表示した状態で、メニュ
ーの「ツール」→「マクロ」→「マクロ」から「PERSONAL.XLS!番号７桁化」を実行す
る。これによりワークシートのＡ列に入力された学籍番号のデータがすべて７桁の文字列
に変換される。 
 
（１－３）マクロの内容について 
①学籍番号の表示形式を７桁の文字列に統一するマクロ 
 学籍番号を入力する形式として、正規の７桁の文字形式以外に（ⅰ）数字形式、（ⅱ）６
桁の文字形式、という２つの形式が使用されている。ここではマクロを用いてこれらを７
桁の文字形式に統一する方法として Format関数を用いる方法を以下に説明する。 
例えばセル（１，１）の中にある数字を、頭に「０」を含む７桁の文字列に変換するには、 
C$ = Format(cells(1,1).value, “0000000”) 
を実行すると C$に７桁の文字列が得られる。 
図２－２に示すマクロは、Ａ列にある学籍番号データを７桁の文字列に変換するもので
ある。まずＡ列の行数を数え、次にＡ列を文字列に変えた後、各セルのデータを７桁の文
字列に変換し、一旦 C$に保存した後、セルにコピーする。これを行数分繰り返して処理を
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終了する。 
 
Sub 番号 7桁化() 
行数 = Cells(1, 1).CurrentRegion.Rows.Count   '行数を数える。 
'Ａ列を文字列にする。 
    Columns("A:A").Select 
    Selection.NumberFormatLocal = "@" 
'Ａ列のデータを７桁の文字列に変換し A列に記入する。 
For i = 2 To 行数 
    C$ = Format(Cells(i, "A").Value, "0000000") 
    Cells(i, "A").Value = C$ 
Next i 
End Sub 
  図２－２    番号７桁化マクロ 
 
②テーブル中、文字末尾にある不要なスペースを削除するマクロ 
 データをEXCEL のファイルに取り込む過程で、文字列の末尾に不要なスペースが入る
ことがあり、このデータをそのまま ACCESSに取り込むと検索がうまく出来ないことにな
る。そこで EXCEL ファイルの中に含まれる不要なスペースをあらかじめ削除しておくこ
とが必要になる。 
ここではマクロを用いて、不要なスペースを削除することとする。 
アクティブシート内のすべてのセル内にあるスペースを削除するには次のようにする。 
 Cells.Replace what:=” “, replacement:=”“ 
 ここでは、Replaceメソッドの引数 whatで設定した文字列を replacementで指定した文
字列と置き換える。ここでは最後の「””」は空の文字列を表すので whatの後のスペース 
「” “」を空の文字列で置き換えることになり、実質的に削除処理を行っている。 
 
③テーブル中、ローマ数字Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの表示形式を算用数字１，２，３，４に変換す
るマクロ 
 ローマ数字を算用数字に置き換える方法は、上の②の方法と同様にできる。 
すなわち what:=の後に”Ⅰ”を入れ、replacement:=の後に”１”を入れると、Ⅰ→１の変換が
出来る。 
同様の方法でⅡ→２、Ⅲ→３、Ⅳ→４の変換も可能である。 
上記②と③の両方の変換を行うマクロ例を図２－３に示す。図の上部の５行のマクロはロ
ーマ数字を算用数字に変換するマクロ、下部の２行は空白削除マクロで半角スペースと全
角スペースを削除する。 
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 図２－３   文字変換マクロ 
し、「抽出元表」を作成する（図２－１中（イ））。
の処理を行う SQL文を図２－４に示す。 
 
図２－４ 
 
列として（図２－５－１の例では文字列の変数名を「mySQL」と
している）格納する。 
 
Sub 文字変換() 
' 文字列に含まれる”Ⅰ，Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ”の文字を”１，２，３，４”
 
 
    Range("C1").Select 
    Cells.Replace what:=" ", replacement:=" " 
    Cells.Replace what:=" ", replacement:=" " 
    Cells.Replace what:=" ", replacement:=" " 
    Cells.Replace what:="Ⅳ", replacement:="４" 
 
'    
    Cells.Replace what:=" ", replacement:="" 
    Cells.Replace what:=" ", replacement:="" 
End Sub 
に変換する。
Ⅰ １
Ⅱ ２
Ⅲ ３
ワークシートの空白を削除する。
 
 
 
（２）抽出元テーブルの作成 
 （１）で作成した「学生データ」ワークシートを ACCESSのテーブル「受講者表」に変
換する。次に、「受講者表」と「履修状況詳細表」を左外部結合し、受講者表に学籍番号が
存在するレコードを履修状況詳細表から抽出
こ
 
 
 
 
 
=====SQL文（抽出表の作成）======  
SELECT T_履修状況詳細.* INTO T_抽出元 FROM T_受講者  
修状況詳細.学籍番号 
ORDER BY T_受講者.学籍番号" 
   LEFT JOIN  T_履修状況詳細  
   ON T_受講者.学籍番号=T_履
ACCESSの VBAにより、図２－４の SQL文を実行するためには、まず、図２－５－１
のように SQL 文を文字
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図２－５－１ 
mySQL = "SELECT T_履修状況詳細.* INTO T_抽出元 FROM T_受講者" & _ 
     "   LEFT JOIN  T_履修状況詳細" & _ 
     "   ON T_受講者.学籍番号=T_履修状況詳細.学籍番号" & _ 
     "ORDER BY T_受講者.学籍番号" 
 
図２－５－１中、「&_」は複数行の文字列を連結する。SQL を文字列として格納後、
VBAの「DoCmd RunSQL」文を実行する（図２－５－２）。 
 
                                      図２－５－２ 
 
DoCmd RunSQL mySQL 
 
（３）問い合わせ処理 
（３－１）受講者表中の全学生の履修状況を抽出する（図１－２の場合、図２－１中（ウ）
の処理） 
 「抽出元表」のすべてのレコードを抽出し、学籍番号の昇順に並び替えを行う。抽出結
果は「temp」テーブルに出力する（図２－６参照）。 
 
 
 
        図２－６ 
 
=====SQL文（受講者表中全学生の履修状況を抽出）======= 
SELECT * INTO temp FROM T_抽出元  
ORDER BY T_抽出元.学籍番号 
 
（２）と同様に、VBAの DoCmd文を使って、図２－６の SQL文を実行する。 
 
（３－２）受講者表にある学生のうち、特定の履修状況の学生の履修状況を抽出する（図
１－３，図１－４の場合、図２－１中（エ）の処理） 
図１－３、図１－４のフォームで設定された、条件とする科目名、科目数、抽出条件を
読み込み、図２－７の流れ図に従って、問い合わせ処理を行う。 
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履修済み科目名を条件にして、条件に該当
する学生の履修状況を調査する
結果表示フォー ムへ移動
条件科目数
条件にする科目名、科目数、
条件を読み込む
抽出条件
科目数＝１
<抽出処理１－１>
条件科目が未履
修のレコー ドを抽
出　本文（３－２）
Ｂ－１②
<抽出処理１－２>
条件科目を履修済
みのレコー ドを抽
出　本文（３－２）Ｂ
－１③
抽出条件
<抽出処理２－１>
条件科目をすべて履
修済みのレコードを
抽出　本文（３－２）Ｂ
－２②
<抽出処理２－２>
条件科目の少なくと
も１つが履修済みレ
コードを抽出　本文
（３－２）Ｂ－２③
<抽出処理２－３>
条件科目がすべて未
履修のレコードを抽
出　本文（３－２）Ｂ－
２④
<抽出処理２－４>
条件科目の少なくと
も１つが未履修のレ
コードを抽出　本文
（３－２）Ｂ－２⑤
科目数＞１
抽出条件文字列の
作成(2)
抽出条件文字列の
作成(1)
<前処理１>
本文（３－２）Ｂ－１①
<前処理２>
本文（３－２）Ｂ－２
未履修 履修済み
全て履修済み
少なくとも１つ履修済み
少なくとも１つ未履修
全て未履修
受講者表中の全
学生の履修状況を
抽出　本文（３－１）
科目数=0
(ア)
(イ)
(ウ) (エ)
(オ)
(カ)
(キ)
(ク)
(ケ)
(コ)
 
図２－７ 
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 図２－７中の処理の詳細を述べる。 
Ａ．条件とする科目がない場合（図２－７中(ア)） 
10ページ（３－１）と同じ。 
 
Ｂ．条件とする科目がある場合（図１－３，図１－４） 
Ｂ－１．条件とする科目が１つの場合 
① 前処理（図２－７中(イ)） 
抽出元表から、条件とする科目を履修済みの学籍番号を抽出し、「副クエリ表」に出力する 
 
 
 
図２－８ 
 
 
======SQL文（図２－７中(イ)）===== 
SELECT M.学籍番号 INTO T_副クエリ FROM T_抽出元 M 
    WHERE  (M.科目名='" & jyoken_string & "')  AND  M.成績 <> 'D' 
 図２－８中、文字列「jyoken_string」は、図１－３のフォームで指定した条件科目を読
み込んで作成される。 
 
②条件とする科目が１つで、その科目が未履修のレコードを抽出（図２－７中(ウ)） 
 抽出元表から、図２－８で作成した「副クエリ表」に学籍番号が存在しないレコードを
抽出する。抽出したレコードは、学籍番号の昇順に並び替え、「temp」テーブルに出力する
（図２－９）。 
 
======SQL文（図２－７中(ウ)）====== 
SELECT * INTO temp FROM T_抽出元 M 
          WHERE M.学籍番号 NOT IN  
              (SELECT N.学籍番号 from T_副クエリ N) 
          ORDER BY M.学籍番号 
 
 
 
 
 
図２－９ 
③条件とする科目が１つで、その科目が履修済みのレコードを抽出（図２－７中(エ)） 
 抽出元表から、図２－８で作成した「副クエリ表」に学籍番号が存在するレコードを抽
出する。抽出したレコードは、学籍番号の昇順に並び替え、「temp」テーブルに出力する（図
２－10）。 
 
======SQL文（図２－７中(エ)）====== 
SELECT * INTO temp FROM T_抽出元 M 
          WHERE M.学籍番号 IN  
              (SELECT N.学籍番号 from T_副クエリ N) 
          ORDER BY M.学籍番号 
 
 
 
図２－10 
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Ｂ－２．条件とする科目が複数の場合 
① 抽出元表から条件とする科目を履修済みの学籍番号を抽出し、「副クエリ表」に出力す
る（図２－７中(カ)） 
 
======SQL文（図２－７中(カ)）===== 
SELECT M.学籍番号 INTO T_副クエリ FROM T_抽出元 M 
    WHERE  (M.科目名='" & jyoken_string & "')  AND  M.成績 <> 'D' 
 
 
図２－11 
 
 
 図２－１１中、文字列「jyoken_string」は、図１－４のフォームで指定した条件科目を
読み込み、作成される。文字列「jyoken_string」を作成するＶＢＡを図２－１２に示す。 
 
======条件文字列の作成（図２－７中(オ)）===== 
jyoken_string = jyoken_kamoku(1) 
For i = 2 To kamokusu 
   jyoken_string = jyoken_string & "'" & " or M.科目名= '" & jyoken_kamoku(i) 
Next i 
図 2－12 
 
②条件とする科目が複数で、その科目をすべて履修済みのレコードを抽出する（図２－７
中(キ)） 
 まず、図２－１１で作成した「副クエリ表」を学籍番号でグループ化し、グループ内の
レコード数と条件科目数を比較する。条件とする科目がすべて履修済みの場合のみグルー
プ内のレコード数が条件科目数に一致するので、レコード数と条件科目数が一致した学籍
番号のみを取り出す。抽出元表から、上で取り出した学籍番号に一致するレコードを抽出
する。抽出したレコードは、学籍番号の昇順に並び替え、temp表に出力する（図２－１３）。 
 
======SQL文（図２－７中(キ)）====== 
SELECT * INTO temp FROM T_抽出元 M 
   WHERE M.学籍番号 IN 
     (SELECT N.学籍番号 FROM T_副クエリ N 
      GROUP BY N.学籍番号 HAVING COUNT(*) = " & kamokusu & " ) 
ORDER BY M.学籍番号 
 
 
 
 
 
 
図２－13 
③条件とする科目が複数で、その科目のうち少なくとも１つを履修済みのレコードを抽出
（図２－７中(ク)） 
 抽出元表から、図２－１１で作成した「副クエリ表」に学籍番号が存在するレコードを
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抽出する。抽出したレコードは学籍番号の昇順に並び替え、「temp」テーブルに出力する（図
２－１４）。 
 
======SQL文（図２－７中(ク)）====== 
SELECT * INTO temp FROM T_抽出元 M 
         WHERE M.学籍番号 IN 
            (SELECT N.学籍番号 FROM T_副クエリ N) 
ORDER BY M.学籍番号 
 
 
 
 
 
図２－14 
 
④条件とする科目が複数で、その科目をすべて未履修のレコードを抽出（図２－７中(ケ)） 
 「③条件とする科目が複数で、その科目のうち少なくとも１つを履修済み」ではないレ
コードを抽出する。抽出したレコードは学籍番号の昇順に並び替え、「temp」テーブルに出
力する（図２－１５）。 
 
======SQL文（図２－７中(ケ)）====== 
SELECT * INTO temp FROM T_抽出元 M 
         WHERE M.学籍番号 NOT IN 
            (SELECT N.学籍番号 FROM T_副クエリ N) 
ORDER BY M.学籍番号 
 
 
 
 
 
図２－15 
 
⑤条件とする科目が複数で、その科目のうち少なくとも１つが未履修のレコードを抽出（図
２－７中(コ)） 
「②条件とする科目が複数で、その科目をすべて履修済み」でないレコードを抽出する
抽出したレコードは、学籍番号の昇順に並び替え、temp表に出力する（図２－１６） 
 
======SQL文（図２－７中(コ)）====== 
SELECT * INTO temp FROM T_抽出元 M 
   WHERE M.学籍番号 NOT IN 
     (SELECT N.学籍番号 FROM T_副クエリ N 
      GROUP BY N.学籍番号 HAVING COUNT(*) = " & kamokusu & " ) 
ORDER BY M.学籍番号 
 
 
 
 
 
 
図２－16 
 
 
（５）ＶＢＡ処理 
図２－１，図２－７のような処理が行われるように、フォームとフォーム中のコントロ
ールに、発生したイベントに応答して実行するＶＢＡのコードを追加する。フォームモジ
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ュールすべてについてコードを記載するのは冗長になるので、ここでは例として、図１－
３中スタートボタンがクリックされたときに実行されるコードを記す。 
 
Private Sub CB_スタート_Click() 
    Dim jyoken_string 
    Dim i, j 
Select Case og_表示選択.Value 
  Case Is = 1 
  'リスト上の全学生履修状況表示 
            g_mySQL = "select * into temp3" & _ 
                        " from T_抽出元 order by T_抽出元.学籍番号" 
 Case Is = 2 
 '条件にあう学生の履修状況表示 
 '条件設定 
 '初期化 
    For i = 1 To 10 
        jyoken_kamoku(i) = "" 
    Next i 
    g_mySQL = "" 
       
  '履修状況を調べたい科目名を取得 
    i = 0 
    j = 1 
    Do Until kamoku_mei(j, 1) = Empty 
        Me(kamoku_mei(j, 1)).SetFocus 
        If Me(kamoku_mei(j, 1)).Value = True Then 
            i = i + 1 
            jyoken_kamoku(i) = kamoku_mei(j, 2) 
        End If 
        j = j + 1 
    Loop 
            
   '検索条件の取得 
    Select Case kamokusu 
    Case Is = 0 
    '条件がない時（リストにある全学生のレコードを抽出） 
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        g_mySQL = "select * into temp3" & _ 
                        " from T_抽出元 order by T_抽出元.学籍番号" 
                       
    Case Is = 1 
    '条件が１つの科目の時 
         jyoken_string = jyoken_kamoku(1) 
         
        'T_抽出元から条件科目を履修ずみのレコードを抽出し、T_副クエリに出力 
        g_mySQL = "select M.学籍番号 into T_副クエリ from T_抽出元 M" & _ 
                  " where (M.科目名='" & jyoken_string & "') and M.成績 <> 'D' " 
        DoCmd.RunSQL g_mySQL 
     
        Me!単科目条件.SetFocus 
        Select Case 単科目条件.Value 
            Case Is = 1 
                '条件科目を履修済み 
                g_mySQL = "select * into temp3 from T_抽出元 M" & _ 
                   " where M.学籍番号 in (select N.学籍番号 from T_副クエリ N)" & _ 
                   " order by M.学籍番号" 
            Case Is = 2 
                '条件科目を未履修 
                g_mySQL = "select * into temp3 from T_抽出元 M" & _ 
               " where M.学籍番号 not in (select N.学籍番号 from T_副クエリ N)" & _ 
               " order by M.学籍番号" 
        End Select 
     
    Case Is > 1 
    '条件が複数科目の時 
    '条件文の作成 
        jyoken_string = jyoken_kamoku(1) 
        For i = 2 To kamokusu 
            jyoken_string = jyoken_string & "'" & " or M.科目名= '" & jyoken_kamoku(i) 
        Next i 
         
   'T_抽出元から条件科目を１つでも履修ずみのレコードを抽出し、T_副クエリに出力 
        g_mySQL = "select M.学籍番号 into T_副クエリ from T_抽出元 M" & _ 
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                  " where (M.科目名='" & jyoken_string & "') and M.成績 <> 'D' " 
        DoCmd.RunSQL g_mySQL 
         
        Me!複数条件.SetFocus 
        Select Case 複数条件.Value 
            Case Is = 1 
                '条件科目をすべて履修済みのレコードを抽出 
                g_mySQL = "select * into temp3 from T_抽出元 M" & _ 
                  " where M.学籍番号 in (select N.学籍番号 from T_副クエリ N" & _ 
                  " group by N.学籍番号 having count(*) = " & kamokusu & " )  " & _ 
                  " order by M.学籍番号" 
            Case Is = 2 
                '条件科目を少なくとも１つ履修済みのレコードを抽出 
                g_mySQL = "select * into temp3 from T_抽出元 M" & _ 
                  " where M.学籍番号 in (select N.学籍番号 from T_副クエリ N)" & _ 
                   " order by M.学籍番号" 
            Case Is = 3 
               '条件科目をすべて未履修のレコードを抽出 
                g_mySQL = "select * into temp3 from T_抽出元 M" & _ 
               " where M.学籍番号 not in (select N.学籍番号 from T_副クエリ N)" & _ 
               " order by M.学籍番号" 
            Case Is = 4 
                 '条件科目を少なくとも１つ未履修のレコードを抽出 
                g_mySQL = "select * into temp3 from T_抽出元 M" & _ 
                " where M.学籍番号 not in (select N.学籍番号 from T_副クエリ N" & _ 
                " group by N.学籍番号 having count(*) = " & kamokusu & " )  " & _ 
                " order by M.学籍番号" 
         End Select 
    End Select 
 End Select 
 
DoCmd.OpenForm "F_検索結果一覧", acNormal 
End Sub 
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（４）個別学生履修状況表示フォームに画像（学生の顔写真）を表示させる 
４－１）テーブル中に画像（写真）を取り込む 
学生の顔写真をテーブルに取り込む方法は、①テーブルに写真フィールドを作る方法、②
テーブルと写真データファイルとを学籍番号を介してリンクする方法、の２つの方法があ
る。 
ここでは①の方法を説明する。方法は次のＡ～Ｄの４つの過程からなる。 
Ａ テーブルに「写真」の項目を追加する。 
 １．テーブルのデザイン画面を開く。 
 ２．フィールド名に「写真」の項目を追加し、そのデータ型を「ＯＬＥオブジェクト型」
とする。 
Ｂ テーブルに写真を入力するために、入力用「フォーム」を作る。 
 （入力用フォームを用いず、テーブルのフィールドに直接画像をドラッグして入力して
も良い） 
Ｃ 入力用フォームを開いた状態で、写真の枠に画像をドラッグする。 
Ｄ 写真が枠に丁度収まるようにするには、写真のプロパティの「ＯＬＥサイズ」を「ズ
ーム」に設定する。 
 
４ あとがき 
情報教科科目群を例にとり、受講学生の履修状況の確認支援を行うプログラムを作成し
た。このプログラムにより、受講学生の既習内容の把握、履修者数制限の円滑な実施が可
能になる。 
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Abstract 
The trial production of a students' completion situation check program 
 
Yumi HIRATA and Motonobu YONEKAWA 
We made the program for checking the subject, which attendance students already 
studied, and their results. This program makes easy that teachers grasp the contents 
which attendance students have already learned. Furthermore, this program enables 
smooth implementation of the number restrictions of completion persons of a class. 
 
